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凡
そ
書
籍
の
事
に
注
意
す
る
人
に
し
て
、
乾
隆
の
四
庫
全
書
の
名
を
知
ら
ざ
る
者
は
少
か
ら
ん
。
此
の
四
庫

全
書
編
纂
は
、
乾
隆
帝
一
代
の
大
事
業
に
し
て
、
其
事
の
記
録
に
見
ゆ
る
は
、
乾
隆
三
十
七
年
（
西
暦
一
七
七

二
）
正
月
四
日
の
上
諭
に
始
ま
る
。
其
主
意
は
、
乾
隆
帝
は
此
の
時
既
に
二
十
一
史
、
十
三
經
等
を
校
勘
出
版

し
、
其
他
種
々
の
大
部
の
書
を
編
纂
し
た
り
、
尤
も
書
籍
の
纂
集
に
就
て
は
、
康
煕
年
間
古
今
圖
書
集
成
な
り

て
一
萬
餘
卷
の
大
部
の
書
と
な
り
、
類
書
と
し
て
は
古
來
の
最
も
大
な
る
も
の
と
稱
せ
ら
る
ゝ
も
、
其
の
體
裁

の
類
書
な
る
が
爲
に
自
然
引
用
せ
ら
れ
た
る
原
書
の
全
文
を
載
す
る
能
は
ず
、
故
に
是
れ
以
上
の
大
蒐
集
を
な

し
、
有
ら
ゆ
る
古
今
の
書
籍
を
一
に
集
め
ん
と
の
考
へ
よ
り
此
の
上
諭
を
發
し
、
各
省
地
方
官
に
對
し
て
蒐
集

の
令
を
下
せ
り
。
此
の
翌
年
即
ち
乾
隆
三
十
八
年
に
は
朱
筠
の
上
奏
に
よ
り
、
こ
の
蒐
集
し
た
る
書
籍
に
解
題

を
附
す
る
事
、
及
び
世
間
に
逸
し
た
る
書
の
多
く
永
樂
大
典
（
明
の
永
樂
年
間
に
韵
字
分
け
に
て
造
れ
る
大
類

書
）
中
に
存
在
す
れ
ば
そ
れ
を
抽
出
す
る
事
を
定
め
、
且
つ
此
の
蒐
集
の
完
成
せ
し
上
は
四
庫
全
書
と
命
名
す

る
こ
と
に
上
諭
を
以
て
定
め
た
り
。
こ
の
年
五
月
頃
に
至
り
て
已
に
浙
江
並
に
江
南
地
方
の
總
督
巡
撫
、
兩
淮

の
鹽
政
使
等
よ
り
購
入
し
て
北
京
に
送
り
た
る
書
籍
は
四
五
千
乃
至
一
萬
餘
種
と
稱
せ
ら
る
。
又
世
の
藏
書
家

に
し
て
獻
納
を
希
ふ
者
に
對
し
て
は
、
そ
の
書
を
書
寫
し
、
校
了
の
後
こ
れ
を
本
人
に
返
還
す
る
こ
と
に
定
め

た
り
。
翌
三
十
九
年
に
至
り
、
彼
の
藏
書
家
に
し
て
書
籍
を
獻
じ
た
る
者
の
内
、
寧
波
の
范
氏
其
の
他
に
對
し
、

圖
書
集
成
、
佩
文
韻
府
を
賜
は
り
、
獻
書
奬
勵
を
示
す
と
同
時
に
、
乾
隆
帝
は
寧
波
の
范
氏
の
天
一
閣
が
明
朝

以
來
の
有
名
藏
書
室
と
し
て
、
そ
の
建
築
の
完
全
な
る
を
聞
き
、
こ
の
年
人
を
派
し
て
其
の
構
造
を
視
察
せ
し
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め
、
將
來
帝
室
藏
書
場
建
設
の
料
に
供
せ
ら
れ
た
り
。
か
く
て
帝
室
藏
書
場
の
位
置
を
文
淵
閣
と
定
む
、
蓋
し

明
以
來
藏
書
室
の
あ
り
し
場
所
な
る
を
以
て
、
茲
に
天
一
閣
の
規
模
に
則
り
て
起
工
し
、
乾
隆
帝
自
ら
文
淵
閣

の
記
を
作
れ
り
。
乾
隆
四
十
一
年
に
至
り
文
淵
閣
を
司
る
吏
員
の
官
制
を
も
定
め
て
大
體
の
制
定
了
れ
り
。
乾

隆
四
十
二
年
の
上
諭
に
據
れ
ば
、
こ
の
時
既
に
四
庫
全
書
は
四
通
を
書
寫
し
て
上
り
、
他
に
一
部
を
翰
林
の
藏

書
と
す
る
こ
と
ゝ
な
り
居
れ
り
。
其
の
四
通
の
内
、
一
通
は
北
京
の
文
淵
閣
、
一
通
は
圓
明
園
の
文
源
閣
、
一

通
は
熱
河
の
文
津
閣
、
一
通
は
奉
天
の
文
溯
閣
に
收
む
る
こ
と
ゝ
な
り
、
大
抵
乾
隆
四
十
六
七
年
ま
で
に
完
成

し
た
る
も
の
と
思
は
る
。
其
後
乾
隆
五
十
五
年
頃
ま
で
に
更
に
江
南
の
三
閣
に
一
部
づ
ゝ
四
庫
全
書
を
傳
へ
た

り
。
三
閣
と
は
、
揚
州
の
文
宗
閣
、
鎭
江
金
山
寺
の
文
滙
閣
、
西
湖
の
聖
因
寺
の
文
瀾
閣
こ
れ
な
り
。
こ
れ
等

は
江
南
地
方
は
文
物
の
淵
叢
に
し
て
、
書
籍
を
見
ん
と
欲
す
る
者
も
多
か
ら
ん
と
思
ひ
、
讀
書
人
の
便
利
の
た

め
に
備
へ
し
な
り
。
か
く
し
て
北
方
の
四
閣
は
天
子
閲
覽
の
爲
に
、
江
南
の
も
の
は
一
般
公
衆
の
觀
覽
に
供
す

る
こ
と
な
る
を
以
て
、
北
方
の
悉
く
監
生
の
寫
字
に
成
り
、
字
體
も
大
い
に
同
一
の
體
裁
を
具
へ
て
立
派
な
る

に
反
し
、
南
方
三
閣
の
も
の
は
、
筆
耕
に
寫
さ
せ
、
製
本
亦
粗
な
る
の
差
あ
り
、
上
述
の
七
閣
の
内
、
圓
明
園

の
文
源
閣
は
、
咸
豐
十
一
年
（
西
暦
一
八
六
一
）
英
佛
同
盟
軍
侵
入
の
際
に
燒
か
れ
、
南
方
の
三
閣
は
、
長
髮

賊
亂
に
散
亂
せ
し
が
、
其
の
中
に
て
、
杭
州
の
文
瀾
閣
の
み
は
、
其
後
散
亂
の
書
を
集
め
て
不
足
を
補
寫
し
、

舊
觀
に
復
し
た
る
を
以
て
、
現
在
に
て
は
四
閣
の
四
庫
全
書
存
在
す
る
譯
な
り
。
北
方
の
三
閣
の
四
庫
全
書
は

大
凡
竪
一
尺
五
部
、
横
六
寸
五
分
程
の
製
本
に
て
、
西
洋
風
の
假
綴
の
體
裁
を
な
し
、
經
、
史
、
子
、
集
に
よ

り
表
紙
の
色
を
別
ち
、
經
部
は
緑
色
、
史
部
は
紅
色
、
子
部
は
水
色
、
集
部
は
薄
鼠
色
な
り
。
何
れ
も
薄
き
絹
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を
用
ひ
、
册
數
少
な
き
は
一
部
を
一
つ
の
板
挾
み
と
し
、
多
き
も
の
は
幾
通
り
に
も
分
ち
て
板
挾
み
と
し
、
各

板
挾
み
に
は
表
紙
と
同
色
の
絹
の
帶
を
以
て
こ
れ
を
竪
に
締
め
、
そ
れ
を
更
に
小
箱
の
内
に
收
め
、
こ
の
箱
九

箇
を
一
棚
の
上
に
載
す
。
そ
の
棚
は
四
層
も
し
く
は
六
層
に
て
、
こ
れ
を
第
一
架
、
第
二
架
等
に
分
つ
。
た
と

へ
ば
、
經
部
第
一
架
、
史
部
第
一
架
な
ど
と
呼
び
、
こ
れ
が
檢
索
の
便
と
し
て
、
四
庫
全
書
分
架
圖
四
册
を
備

ふ
。
此
の
書
は
書
架
の
排
列
せ
ら
れ
た
る
儘
を
圖
し
て
、
各
箱
中
に
收
ま
れ
る
書
名
も
亦
位
置
を
違
へ
ず
記
さ

れ
た
れ
ば
、
何
れ
の
書
が
經
若
し
く
は
史
の
第
何
架
、
第
何
層
、
第
幾
箱
目
に
あ
る
か
は
一
目
し
て
瞭
然
た
り
。

北
方
四
閣
中
、
自
分
の
見
た
る
は
奉
天
文
溯
閣
な
る
が
、
四
閣
と
も
構
造
は
同
一
な
る
に
相
違
な
し
。
大
體
に

於
て
は
江
南
の
三
閣
も
亦
同
じ
。
此
の
構
造
は
外
部
は
六
間
の
二
層
樓
な
れ
ど
も
、
内
部
は
三
層
に
分
た
れ
、

下
層
に
經
部
其
の
他
、
古
今
圖
書
集
成
、
四
庫
全
書
考
證
等
を
納
め
、
中
層
は
史
部
、
上
層
は
子
、
集
部
と
す
。

三
層
と
も
所
々
に
机
、
椅
子
等
を
備
へ
閲
讀
に
便
せ
り
。
文
溯
閣
の
函
數
は
下
層
經
部
そ
の
他
に
て
一
千
五
百

六
十
八
函
、
中
層
史
部
は
一
千
五
百
八
十
四
函
、
上
層
子
、
集
部
は
三
千
六
百
函
あ
り
。
こ
れ
が
保
存
の
方
法

と
し
て
は
、
毎
年
樟
腦
六
十
六
斤
を
用
ひ
、
山
鳥
の
羽
の
塵
拂
ひ
大
小
十
六
把
を
下
げ
渡
し
て
掃
除
を
勵
行
し
、

隔
年
に
窓
硝
子
の
張
替
を
爲
す
等
の
事
な
り
と
す
。
こ
の
文
溯
閣
の
管
理
人
は
主
任
一
人
、
兼
任
二
三
人
の
み

に
し
て
、
能
く
自
在
に
書
籍
の
出
納
を
處
辨
せ
り
。
四
庫
全
書
の
卷
數
は
七
萬
九
千
餘
卷
な
れ
ど
、
自
分
の
知

る
所
に
て
は
、
そ
の
製
本
の
分
合
よ
り
一
通
三
萬
六
千
册
と
覺
ゆ
れ
ど
、
乾
隆
の
上
諭
に
よ
れ
ば
四
萬
二
千
册

と
も
見
ゆ
。
兎
に
角
各
書
册
が
殆
ど
新
調
の
如
き
體
裁
を
存
せ
る
は
、
閲
覽
の
頻
繁
な
ら
ざ
る
が
爲
に
て
も
あ

る
べ
け
れ
ど
、
又
能
く
手
入
れ
の
行
屆
け
る
に
感
心
せ
り
。
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（
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
八
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
内
藤
湖
南
全
集
　
第
十
二
卷
」
筑
摩
書
房

　
　
　1970
（
昭
和45

）
年6

月25

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1976
（
昭
和51

）
年10

月10

日
初
版
第2

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
目
睹
書
譚
」
弘
文
堂

　
　
　1948

（
昭
和23
）
年9

月
発
行

初
出
：
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
大
阪
朝
日
新
聞
社

　
　
　1912

（
明
治45

）
年7
月28
日

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
菅
野
朋
子

2001

年1

月27

日
公
開

2016

年4

月21

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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